
　

総
務
省
が
主
催
す
る
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
を
記

念
し
た
式
典
が
11
月
20
日
、東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム（
東

京
都
千
代
田
区
）で
行
わ
れ
、自
治
体
自
ら
が
創
意
工
夫

し
、優
れ
た
施
策
を
展
開
し
地
方
自
治
の
充
実
発
展
に

寄
与
し
た
と
し
て
、舞
鶴
市
が
総
務
大
臣
か
ら
表
彰（
団

体
表
彰
）さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
取
り

組
ん
だ
本
市
独
自
の
舞
鶴
版
地
方
創
生
が
高
く
評
価
さ

れ
、全
国
で
も
有
数
の
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。式
典
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ

る
中
、安
倍
晋
三
首
相
や
野
田
聖
子
総
務
大
臣
、各
自
治

体
の
関
係
者
な
ど
約
３
，３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

舞
鶴
市
が
表
彰
さ
れ
た
主
な
理
由
は
、全
国
で
７
番

目
の
早
さ
で
総
合
戦
略
を
策
定
し「
交
流
人
口
３
０
０
万

人
・
経
済
人
口
10
万
人
」都
市
・
舞
鶴
の
実
現
に
向
け
て

地
域
一
丸
と
な
っ
て
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
、京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
形
成
を
推
進
し
、30

万
人
都
市
の
実
現
に
向
け
京
都
府
北
部
５
市
２
町
の
会

長
市
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。京
都
府
下
で
は
本
市

を
は
じ
め
南
丹
市
、井
手
町
の
３
市
町
の
ほ
か
３
団
体
７

個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、こ
れ
ま
で
の
成
果
を
活
か
し
、さ
ら
に
未
来

の
ま
ち
づ
く
り
、持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。引
き
続
き
皆
さ
ん
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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企
画
政
策
課
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❶
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
の
推
進

　
「
人
口
減
少
」の
課
題
が
顕
在
化
し
、京
都
府
北
部
５
市

２
町
そ
れ
ぞ
れ
が
、単
独
で
全
て
の
機
能
を
維
持
・
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
る
中
、各
市
町
の
強
み
を
活

か
し
、水
平
連
携
に
よ
る
機
能
強
化
を
図
り
、京
都
府
北

部
を
１
つ
の
30
万
人
都
市
圏
と
し
て
全
体
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

圏
域
の
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め

京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
形
成
推
進
協
議
会
を

設
立
。会
長
市
と
し
て
事
務
局
を
担
い
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
。ま
た
、「″
北
の
京
都
”七
つ
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、①
観
光
②
産
業
③
教
育
④
人
材
環
流
⑤
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
共
用
化
⑥
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
機
能
の
強
化

⑦
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
７
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

構
成
さ
れ
た「
連
携
ビ
ジ
ョ
ン
」を
掲
げ
、着
実
な
連
携
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
振
興
社

（
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）に
よ
る
広
域
観
光
誘
客
に
よ
り
、

平
成
28
年
に
北
部
地
域
の
観
光
入
込
客
数
が
１
，０
０
０

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

❷
京
都
舞
鶴
港
の
振
興

　

関
西
経
済
圏
に
お
け
る
日
本
海
側
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

で
あ
る
京
都
舞
鶴
港
は
、平
成
23
年
に
国
が
指
定
す
る

日
本
海
側
拠
点
港「
国
際
フ
ェ
リ
ー
・
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
」「
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
」「
外
航
ク
ル
ー
ズ
」の
３
つ
の
機
能
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、同
年
５
，９
０
２
Ｔ
Ｅ
Ｕ
で
あ
っ
た
コ

ン
テ
ナ
貨
物
の
取
扱
量
は
、平
成
29
年
は
２
倍
に
相
当

す
る
過
去
最
高
の
約
１
万
３
，０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
な
り
、ク

ル
ー
ズ
入
港
回
数
は
平
成
23
年
の
４
回
か
ら
平
成
29
年

に
は
39
回
に
急
増
。平
成
27
年
度
に
は
日
韓
露
国
際
フ
ェ

リ
ー
航
路
が
初
め
て
開
設
さ
れ
、人
流
・
物
流
が
飛
躍
的

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

❸
交
流
人
口
の
飛
躍
的
な
増
加

　

京
都
舞
鶴
港
の
機
能
強
化
、高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
完
成
、「
赤
れ
ん
が
」「
海
・
港
」を
活
か
し
た
観
光
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
。ま
た
、引
き
揚
げ
の
ま
ち
舞
鶴
を

世
界
に
発
信
す
る「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
」へ
の
登

録
、赤
れ
ん
が
倉
庫
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
化
遺
産
群
の

「
日
本
遺
産
」認
定
な
ど
、地
域
の
歴
史
・
文
化
を
活
か

し
た
取
り
組
み
を
進
め
、平
成
23
年
に
約
１
５
5
万
人
で

あ
っ
た
交
流
人
口
は
、平
成
29
年
に
は
、市
が
目
標
と
し

て
い
る
３
０
０
万
人
に
手
が
届
く
と
こ
ろ
ま
で
増
加
し
て

い
ま
す
。

❹
地
域
医
療
の
再
生

　

か
つ
て
舞
鶴
市
は
、約
10
万
人
の
人
口
に
対
し
て
４
つ

の
公
的
病
院
が
医
療
を
提
供
す
る
、全
国
的
に
も
大
変

恵
ま
れ
た
医
療
環
境
を
誇
る
京
都
府
北
部
の
医
療
の
要

所
で
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、平
成
の
時
代
に
入

り
、近
隣
地
域
に
お
い
て
公
的
病
院
の
充
実
が
図
ら
れ
た

こ
と
や
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、市
内
の
医
療
機
関
に
対
す

る
医
療
需
要
が
全
般
的
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
、患

者
数
は
漸
次
減
少
し
、ま
た
、医
師
数
も
患
者
数
に
応
じ

た
体
制
へ
と
縮
小
し
て
い
っ
た
こ
と
に
加
え
、平
成
16
年

に
始
ま
っ
た
新
研
修
医
制
度
に
よ
り
、医
師
の
確
保
が
困

難
に
な
る
な
ど
、地
域
医
療
が
混
乱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、「
京
都
府
中
丹
地
域
医

療
再
生
計
画
」に
基
づ
き
、医
療
機
能
の「
選
択
と
集
中
、

分
担
と
連
携
」の
考
え
の
も
と
、公
的
３
病
院
が
有
す
る

特
色
あ
る
診
療
機
能
の
充
実
と
市
民
病
院
の
療
養
病
床

へ
の
特
化
を
行
い
、４
病
院
が
互
い
に
連
携
す
る
こ
と
で
、

「
あ
た
か
も
一
つ
の
総
合
病
院
」と
し
て
機
能
す
る
よ
う

再
編
し
、地
域
医
療
の
再
生
に
努
め
ま
し
た
。

京都府北部地域
連携都市圏の推進

京都舞鶴港の振興

交流人口の飛躍的な増加地域医療の再生

受
賞
に
至
っ
た

市
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介

野村賢治中丹広域振興局長（右）から表彰状と記念盾を受け取る
多々見市長（左）（12月12日撮影）

地方自治法施行70周年を記念
団体表彰に舞鶴市

【図】公的４病院があたかも一つの総合病院として機能連携

❷

❹ ❸

❶

舞鶴港西港に入港するクルーズ客船「飛鳥Ⅱ」 クルーズ客船の乗客が市内外へ観光に向かう
北部５市２町が共同で実施した「合同企 業説明会」では、
22人の就職内定に結びついた（昨年10月 末時点）

赤れんが倉庫の壁面を使った３Ｄプロジェクションマッピング にぎわう赤れんがパーク

11月20日に行われた地方自治法施行70周年記念式典
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